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１　投稿者の資格
　 　投稿者は，投稿時に共著者を含め全員が千葉看護学
会の会員であること。投稿の際，全員の会員番号を明
記する。
２　論文の内容
　 　看護学の向上と発展に寄与するものであり，未発表
のものに限る。
３　論文の採否と掲載順
　 　論文の採否と掲載順は，査読を経て，編集委員会に
おいて決定する。
　　一旦投稿した原稿は，返却しない。
　 　なお，採用された原稿については，掲載予定証明書
の発行ができる。
４　論文の種類
　１ ）論文の種類は，総説，原著，実践報告，その他で
あり，それぞれの内容は下記の通りである。
総説：看護学の特定のテーマについて多面的に国
内外の知見を収集し，当該テーマについて総
合的に学問的状況を概説し，考察したもの
原著：独創的であり，得られたデータに基づいて
新しい知見が論理的に示されており，看護学
の知識として意義の高いもの
実践報告：看護実践の成果報告。事例報告を含
む。修士論文相当の内容とする。
その他：看護学あるいは看護学の研究に対する意
見，提言等で編集委員会が適当と認めたもの
　２ ）論文の種類別の制限枚数（図表，引用文献を含む。
抄録は除く）は，下記の通りである。
論文の種類 和　文 英　文
総　　説 ６頁（13,500 字） ５頁（4,750 語）
原　　著 ７頁（15,750 字） ６頁（5,700 語）
実践報告 ７頁（15,750 字） ６頁（5,700 語）
そ の 他 ２頁（ 4,500 字） １頁（   950 語）
５　投稿原稿の様式
　１ ）原稿は，和文及び英文とする。和文の場合は，A
４縦使用，ワードプロセッサー使用，２段組み，１
頁は2,250 文字（25字×45行×２段＝2,250字）の横
書きとする。英文の場合は，A４縦，２段組，60行
で１頁900～ 950語程度とする。正（オリジナル）
１部のほか，副（コピー）２部とフロッピーディス
ク（フォーマット形式を明示）を添付する。
　２ ）原稿には表紙をつける。正（オリジナル）原稿の
表紙には，論文の種類，論文題名，著者名，所属機
関名，会員番号（共著者を含む），欧文キーワーズ
３～４個，別刷必要部数，代表著者の連絡先（住所，
Tel/Fax，E-mail）を記す。論文題名，著者名，所属
機関名については，英文表記もつける。副（コピー）
原稿の表紙には，論文の種類，論文題名のみを記す。
　３ ）総説，原著，実践報告の場合は，250語程度の英
文抄録ならびに600字程度の和文抄録を付ける。英
文抄録はダブルスペースで作成する。
６　原稿作成上の留意点
１）文字は，平がな，口語体，新かなづかいとし，句
読点を明確に記す。
２）１桁の数字は全角入力，２桁以上の数字は半角入
力，欧文の大文字・小文字は半角入力とする。
３）文中の欧語は，原則として頭文字を小文字とする。
ただし，文頭の外国語，人名，ドイツ語名詞，商品
名の頭文字は大文字とする。
４）図表の幅は，２段組の一段分（半幅）または二段
分（全幅）のいずれかとする。原稿内に著者が挿入
してレイアウトを示すこと。
５）文献は，主要なものに限定し，引用・参考文献の
別に，以下のように提示する。
　　雑誌は，著者名（共著者全員）：論文題名，雑誌
名，巻（号）：頁－頁，西暦年，の順に示す。単行
書は，著者名：書名（監修者名），版，出版社名，
西暦年．の順に示す。
６）引用文献は，本文中の引用順に番号を付し，年号
の前に引用頁を示す。
　　参考文献は，50 音順またはアルファベット順に
番号をつけて示す。
　　雑誌名は，Indexmedicus または慣用略称を用いる。
７）単位は，m，cm，pm，ml 等と表示する。一般的
でない略語は，論文の初出のところで正式用語とと
もに提示してから用いる。
７　校　正
　校正は，初校のみとする。校正時に新たな加筆は，
認めない。
８　著作権
　著作権は本学会に帰属する。掲載後は本学会の承諾
なしに他誌に掲載することを禁ずる。最終原稿提出
時，編集委員会より提示される著作権譲渡同意書に著
者全員が自筆署名し，論文とともに送付すること。
９　掲載料
　掲載料は無料とする。別刷りは全て著者負担とする。
10　原稿送付先など
原稿送付および問い合わせ先は，下記とする。
　〒260-8672　千葉市中央区亥鼻１－８－１ 
千葉大学看護学部　千葉看護学会
事務局編集委員会委員長
TEL 043－226－2435
FAX 043－226－2438
附則 　本規定の改正は，平成19年９月22日より施行す
る。
千葉看護学会会誌投稿規定
